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第14回 市内の団体や個人を紹介します。

　高田町の濱口芽さん (33歳）は、NPO法
人高田暮舎の空き家利活用事業で家財整理を
担当しています。大船渡高校在学中は美術部
に所属しながら演劇部を立ち上げ、芸大卒業
後はマネキン原型師として活動。大船渡の防
潮堤アートプロジェクトにも参画し、釡石で
個展を開くなど、幅広い分野で芸術活動を行
う「現代美術家」です。本年２月には本市で
行われた演劇にも出演しました。打ち合わせ
の場所に指定されたのは現在の職場である泊
まれる古本屋・山猫堂（竹駒町）。60年代の
ロックが軽快に流れる中で多彩な活動やその
成り立ちについて伺いました。
　　　　　　　　（担当・木村聡、伊勢純）

　子どもの時から絵を描くことや「芸術」に関
することが好きでした。当時の陸前高田は、ス
ポーツは盛んだけど文化芸術には光があたって
ないイメージで、やる人も観る人も少なかった
気がします。「震災があって復興し、文化芸術は
楽しいよ」という雰囲気になってきたんじゃな
いかな。子ども達が芸術に触れた時に「好きか
も」って思えたら、その気持ちはすごく大切。
その気持ちが持ち続けられるような地域だとい
いですよね。大船渡の気仙丸で朗読劇、子ども
向けのファッションショーの企画も行っていま
すが、単発のイベントから定期的な企画やスク

ールみたいにしていきたいです。
　私がスタッフをしている山猫堂は家財整理の品
も扱う泊まれる古本屋です。本があってレコード
があって空き家から預かってきた何のために使う
かわからない雑貨も置いてあります（笑）。
　様々な企画も実施していて、先日は庭を含めた
家全体を使って朗読劇を行いました。山猫堂は映
画館でもあり、ギャラリーでもあり、劇場でもあ
ります。私にとっては深夜までやっているカフェ
みたいな場所です。誰でも、それぞれ好きな時間
を過ごしていただけたらと思います。焚き火をし
たりもしますので、ぜひ。
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